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2018年12月、ついに『聖書　聖書協会共同訳』が発行されました。
今号では新翻訳事業の経過報告とともに、
新翻訳事業に携わってこられた様々な立場の方々による、
新しい聖書によせる期待をご紹介いたします。―― 編集部

新
翻
訳
事
業
の
始
ま
り
か
ら

完
成
ま
で
の
道
の
り

�

日
本
聖
書
協
会
総
主
事　

渡
部  

信

Ⅰ
．
準
備
期
間
（
二
〇
〇
三
︱
二
〇
一
〇
）

序
　
一
九
八
七
年
、『
聖
書　

新
共
同
訳
』
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
新
共
同
訳
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
が
、初
め
て
共
同
で
翻
訳
を
完
成
し
た
も
の
で
、

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
新
し
い
時
代
を
築
き
、
エ
キ
ュ

メ
ニ
ズ
ム
（
教
会
一
致
運
動
）
を
体
現
す
る
画
期
的
事
業

で
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
翻
訳
方
針
を
巡
っ
て
は
紆
余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。
動
的
等
価
（
意
訳
）
理
論
に
基
づ

い
て
翻
訳
し
た
『
新
約
聖
書　

共
同
訳
』（
一
九
七
八
年
）

は
、
諸
教
会
か
ら
採
用
に
否
定
的
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
翻
訳
方
針
を
逐
語
訳
へ
と
見
直
し
た
の

が
『
聖
書　

新
共
同
訳
』
で
す
。
完
成
ま
で
に
は
一
八
年

の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
新
共
同
訳
は
、
読
者
か
ら
の
指

摘
を
検
討
し
、
訂
正
作
業
を
続
け
ま
し
た
。（
二
〇
一
〇

年
ま
で
「
共
同
訳
聖
書
委
員
会
」、
以
後
は
事
務
局
）。
し

か
し
、
翻
訳
方
針
の
変
更
な
ど
に
伴
う
訳
語
、
訳
文
の
未

調
整
部
分
が
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
共
同
訳
聖
書
出
版
の
準
備
の
た
め
に
、

一
九
六
九
年
、
日
本
聖
書
翻
訳
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
そ

の
学
究
的
成
果
を
残
す
た
め
、
研
究
誌
『
聖
書
翻
訳
研

究
』
No.
１
～
33
が
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で

変わらない言葉を
変わりゆく世界に
31年ぶり新翻訳『聖書 聖書協会共同訳』完成

（上）2019年2月22日銀
座教会の奉献式／（左上）
2018年12月3日 に 開 か
れた共同記者会見／（左
下）教文館キリスト教書
部で発売された聖書協会
共同訳
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B S  N E W S
　南アメリカは、最もクリスチャン人
口の増加が著しい地域として、現在、
世界の聖書協会の間でその取り組みが
注目されています。その一つに母語に
よる聖書頒布の普及があります。また
各部族語への翻訳、識字教育によっ
て、すべての人々が聖書を読めるよう
になることを目指す活動の成果が順調
に現れております。
　今年２月、ボリビア聖書協会を訪れ
ました。ボリビアはスペイン語、ケ
チュア語、アイマラ語を中心に36の
先住民言語が用いられていますが、公
用語はスペイン語、ケチュア語、アイ
マラ語、グアラニー語の四つです。こ
の四つの言語の翻訳聖書がある中で、
私たちは今年度、アイマラ語の識字向
上プログラムとして、子供向けの聖書
教材の頒布を支援することにしまし
た。一番の裾野にある少数部族、そし

て子供へ焦点を当てたのは、神の恵み
の中で成長し、大人になった将来に大
きな神様の祝福が得られるようにとの
願いからです。

　ボリビアの一人当たりの年収は非常
に少なく約40万円。青少年の犯罪率
も高く、これらの若者に対する伝道が
積極的に行われなければなりません。
こうした取り組みによって、クリス
チャン人口が増え続けることができる
ならば、それは私たちの喜びでもあり
ます。これからも皆様のお祈りとご支
援をお願い申し上げます。

母語教材を通じて聖書普及に
取り組むボリビア聖書協会

ボリビア聖書協会の書店 聖書配達用のトラック

　2018年度は、新しい聖書協会の事業として、オンライン・ニュースメディ
ア「クリスチャン・プレス（www.christianpress.jp）」（毎日更新）が6月に
発足しました。日本のキリスト教界のニュース・話題ばかりでなく、米国の
「クリスチャニティ・トゥデイ」と提携し、海外のキリスト教界ニュースを日
本語で配信する働きも兼ねたものです。毎日の聖書の御言葉が掲載され、す
べて無料でお読みいただけます。ぜひ、クリスチャン・プレスを検索してご
覧ください。
　また2018年12月には、待望の新しい日本語訳聖書「聖書協会共同訳」が
準備に8年、翻訳作業に8年の歳月をかけて完成いたしました。「スコポス理
論」を採用して翻訳された、礼拝にふさわしい、また読者に理解しやすい聖
書です。これは18のキリスト教派・団体の共同作業であり、「新共同訳」に
次ぐ、エキュメニカルな聖書となります。ぜひお手にとっていただければと
思います。
　その他、2019年1月より、日本聖書協会は一般財団法人キリスト教視聴覚
センターと合併し、幼児・子供向けのキリスト教教育教材制作、教師向けの
研修会などの分野にも力を注いで行くことになりました。どうぞ従来通り、
「キリスト教視聴覚センター（AVACO）」としてご利用くだされば幸いです。
　2019度は、渡部の総主事としての退任に伴い、副総主事の具志堅聖が次期
総主事として働きを引き継ぐことになりました。これからも皆様方のお祈り
とご支援をよろしくお願い申し上げます。

ソア46号発行によせて

一般財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信　　          

               わたべ   まこと
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を
開
催
。
第
一
回
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）、
第
二
回

（
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
第
三
回
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）

オ
ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
の
成
功
事
例
を
参
考
に
「
翻
訳
方

針
前
文
」
を
採
択
、
第
四
回
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）

理
事
、
評
議
員
と
の
協
議
会
を
開
催
。

新
翻
訳
事
業
開
始
の
決
議
と
作
業
開
始

・�

日
本
聖
書
協
会
理
事
会
、
評
議
員
会
（
二
〇
〇
九
年

一
二
月
）「
翻
訳
方
針
前
文
」
に
基
づ
き
翻
訳
事
業
開

始
を
決
議
。

・�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
臨
時
総
会
（
二
〇
一
〇

年
二
月
）
新
翻
訳
の
共
同
事
業
を
決
議
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
翻
訳
作
業
に
入
る
た
め
の
準
備

に
八
年
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
対
象
や
目
的
を

予
め
選
択
し
、
適
切
な
翻
訳
方
針
を
決
定
し
て
い
く
、
オ

ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
の
「
ス
コ
ポ
ス
理
論
」
を
採
用
す
る
方

針
を
固
め
ま
し
た
。
そ
の
唱
道
者
ロ
ー
レ
ン
ス
・
デ
・
ヴ

リ
ー
ス
氏
を
講
演
の
た
め
二
回
日
本
へ
招
聘
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
諮
問
会
議
に
議
員
を
派
遣
く
だ
さ
っ
た
一
八

の
教
派
と
団
体
が
、
新
し
い
翻
訳
方
針
を
検
討
、
賛
同
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
翻
訳
作
業
が
二
〇
一
〇
年
か

ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅱ
．
翻
訳
期
間
（
二
〇
一
〇
︱
二
〇
一
八
）

翻
訳
者
へ
の
講
習
会

　

翻
訳
者
は
各
教
派
、
諸
教
会
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、

原
語
担
当
者
は
聖
書
学
者
、
日
本
語
担
当
者
は
文
学
、

国
語
学
の
専
門
家
、
翻
訳
家
、
詩
人
、
歌
人
な
ど
、
幅

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

再
度
の
共
同
訳
聖
書
の
翻
訳
へ
の
試
み

　

次
世
代
の
翻
訳
聖
書
に
は
、
そ
の
準
備
と
作
業
で
、
最

短
で
も
一
五
年
位
か
か
る
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
前
も
っ

て
最
新
の
翻
訳
理
論
を
研
究
し
、
堅
固
な
基
礎
の
上
に
新

し
い
翻
訳
事
業
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

調
査
の
た
め
、
二
〇
〇
三
年
、
新
し
い
聖
書
翻
訳
の
成
功

事
例
を
も
つ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
聖
書
協
会
（
六
月
）
と
オ

ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
（
一
〇
月
）
を
訪
れ
、
翻
訳
理
論
と
作

業
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
、
日
本
聖
書
協
会
内
で
検
討
し
ま
し

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
、
聖
書
の
原
語
専
門
の
職
員
三

名
を
採
用
し
て
翻
訳
部
を
新
設
、
本
格
的
に
新
翻
訳
事

業
の
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
経
過
は
以
下
の
通
り

で
す
。

新
翻
訳
の
準
備
と
し
て
の
講
演
会
・

聖
書
翻
訳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・�

国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
（
二
〇
〇
六
年
五
月
－

海
外
講
師
八
名
、
二
〇
〇
七
年
六
月
－
海
外
講
師
五

名
）。

・�

聖
書
翻
訳
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
二
〇
〇
八
年
三

月
－
海
外
講
師
一
名
、
国
内
講
師
三
名
）。

新
翻
訳
の
準
備
と
し
て
の
翻
訳
懇
談
会

・�

理
事
、
評
議
員
に
よ
る
翻
訳
懇
談
会
を
開
催
。
第
一
回

（
二
〇
〇
七
年
三
月
）、第
二
回
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）、

第
三
回
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

新
翻
訳
の
準
備
と
し
て
の
諮
問
会
議

・�

新
翻
訳
に
向
け
て
共
同
訳
事
業
推
進
計
画
諮
問
会
議

広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
招
き
ま
し
た
。
翻
訳
者
に
は
「
パ
ラ

テ
キ
ス
ト
」（
後
述
）
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

・�

第
一
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
二
〇
一
〇
年
八
月
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
、
翻
訳
者
二
六
名
）
を
開
催
。
以

後
二
〇
一
六
年
ま
で
随
時
、
個
別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

・�

翻
訳
者
全
体
会
議
（
二
〇
一
一
年
八
月
の
三
日
間
・

ヴ
ィ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
汐
留
）
開
催
。
こ
の
会
議
が
事

実
上
の
共
同
翻
訳
作
業
の
開
始
。
旧
約
部
会
、
詩
編

部
会
、
続
編
部
会
、
新
約
部
会
、
日
本
語
部
会
が
形

成
さ
れ
る
。

翻
訳
作
業
を
促
進
す
る
た
め
の
合
宿
と
研
究
誌

　

今
回
の
翻
訳
作
業
に
は
、
聖
書
協
会
世
界
連
盟
が
開

発
し
た
聖
書
翻
訳
支
援
ソ
フ
ト
「
パ
ラ
テ
キ
ス
ト
」
が
用

い
ら
れ
ま
し
た
。
即
座
に
原
語
、
主
要
翻
訳
、
過
去
の
邦

訳
、
翻
訳
用
注
解
書
な
ど
を
参
照
で
き
る
ソ
フ
ト
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
複
数
の
翻
訳
者
が
訳
文
を
検
討
す
る
翻
訳

者
委
員
会
は
、
大
幅
な
効
率
化
と
時
間
短
縮
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
翻
訳
者
委
員
会
の
集
中
開
催
の

た
め
、
修
道
会
が
経
営
す
る
黙
想
の
家
を
利
用
し
て
以
下

の
翻
訳
者
委
員
会
合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。

・�

第
一
回
（
二
〇
一
三
年
九
月
・
軽
井
沢
町
）、
第
二
回

（
二
〇
一
四
年
三
月
・
世
田
谷
区
）、
第
三
回
（
二
〇
一
四

年
八
月
・
裾
野
市
）、
第
四
回
（
二
〇
一
五
年
三
月
・
鎌

倉
市
）、
第
五
回
（
二
〇
一
五
年
八
月
・
那
須
町
）、
第

六
回
（
二
〇
一
六
年
三
月
・
裾
野
市
）、
第
七
回

（
二
〇
一
六
年
九
月
・
裾
野
市
）、
第
八
回
（
二
〇
一
七

年
三
月
・
裾
野
市
）、
第
九
回
（
二
〇
一
七
年
八
月
・
那

須
町
）

　

ま
た
、
翻
訳
者
に
よ
る
研
究
誌
『
Ｎ
ｅ
ｗ
聖
書
翻
訳
』

No.
１
～
５
（
二
〇
一
四
－
二
〇
一
九
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

聖
書
本
文
の
確
定
と
発
行
に
向
か
っ
て

　

合
宿
の
他
、
本
文
朗
読
チ
ェ
ッ
ク
、
編
集
委
員
会
で
の

本
文
検
討
、
日
本
語
と
使
用
漢
字
の
チ
ェ
ッ
ク
、
訳
語
の

統
一
性
チ
ェ
ッ
ク
、
外
部
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
と
、

様
々
な
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
よ
り
、
完
成
前
の
翻
訳
文
を

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
」
と
し
て
公
開
、
一
般
読
者
か
ら
の
意
見

を
募
集
し
、
更
な
る
聖
書
本
文
の
推
敲
に
努
め
ま
し
た
。

　

最
終
翻
訳
原
稿
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
か
ら
組
版
を
開

始
、
初
版
は
、
引
照
・
注
付
き
の
聖
書
と
し
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
一
一
月
、
日
本
聖
書
協
会
理
事
会
で
の
出
版

承
認
を
経
て
、
一
二
月
、『
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
』

が
完
成
し
、
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
翻
訳
事
業
が
一
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

完
成
に
至
っ
た
こ
と
を
主
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
そ
の
た

め
労
し
て
く
だ
さ
っ
た
翻
訳
関
係
者
、
ご
意
見
を
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
方
々
、
支
援
と
祈
り
を
も
っ
て
助
け
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
人
々
に
感
謝
し
ま
す
。
二
〇
一
九
年
二

月
二
二
日
、
日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会
に
て
感
謝
の
奉
献

礼
拝
を
行
い
ま
し
た
。
主
に
捧
げ
ら
れ
た
『
聖
書　

聖
書

協
会
共
同
訳
』
を
通
し
て
、
日
本
の
方
々
が
聖
書
の
御
言

葉
に
触
れ
、
福
音
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全
て
の
人
々
に
届
き

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次期総主事　具志堅聖氏のご紹介
　2019年度の5月以降には、現在の具志堅副総主事が次期総主事と
して就任いたします。具志堅副総主事は、2年前までハワイにあるマ
キキ聖城キリスト教会の日本語部牧師として伝道・牧会に従事し、
2017年9月に日本聖書協会へ副総主事として招聘されました。
　沖縄県出身で、2011年まで日本福音同盟（JEA）総主事として日
本の諸教会のためにご尽力された方です。どうぞよろしくお願いしま
す。

キリスト教視聴覚センター（AVACO）のご紹介
　一般財団法人キリスト教視聴覚センターは2019年1月1日をもって
一般財団法人日本聖書協会と合併いたしました。AVACOの名称で親
しまれた働きはそのまま継続され、幼児・子供向けのキリスト教教育
教材、講習会、またメディア・録音関係の仕事も、日本聖書協会と連
携しながら活動を進めて参ります。ホール、会議室の貸し出しも行っ
ております。グループ会社による録音、撮影業務でも、皆さまのご用
にお応えしたいと思います。ぜひお気軽にご相談ください。

オンラインキリスト教ニュース
インターネットでクリスチャンプレスと検索し
てご覧ください。トップページを開くと毎日更
新される聖書の言葉がポップアップ表示されま
す。日本聖書協会デジタルメディア部が運営し
ています。www.christianpress.jp

169-0051
東京都新宿区西
早稲田2-3-18
電話
03-3203-4121

▲スマートフォンから



67 Finishing translation of the Bible, Japan Bible Society Interconfessional Version
※１翻訳者が用いた聖書翻訳支援ソフト
※２スコポス（目的・対象）を予め設定し、それに応じて適切な翻訳方針を決定していこうとする考え方

作
業
は
や
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

春
日　
最
初
に
島
先
さ
ん
か
ら
「
美
し
い
日
本
語
、
礼

拝
に
ふ
さ
わ
し
い
、格
調
の
高
い
日
本
語
」
そ
し
て
「
日

本
文
化
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
」
と
唆
さ
れ
ま
し
て

…
。（
笑
）
そ
れ
は
、
や
は
り
日
本
語
で
表
現
す
る
も

の
に
と
っ
て
、
と
て
も
魅
惑
的
な
言
葉
で
、
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

思
い
出
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
原
語
の
先
生
方
か
ら

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
文
法
や
釈
義
を
伺
っ
た
こ
と
は
貴
重
な

体
験
で
し
た
。
日
本
語
に
つ
い
て
の
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
て
く
だ
さ
り
、
大
い
な
る
も
の
に
向
か
っ
て
共

同
作
業
を
し
て
い
る
感
覚
で
し
た
。
一
言
一
句
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
が
、
編
集
会
議
の
と
き
に
接
続
詞
一
語
で

一
時
間
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
サ
タ
ン
が

主
を
唆
す
と
こ
ろ
（
ヨ
ブ
記
二
章
五
節
）。

島
先　
あ
あ
、
五
節
冒
頭
に
「
し
か
し
」
を
つ
け
る
か

ど
う
か
と
い
う
…
。

春
日　
そ
う
そ
う
「
し
か
し
」、
出
来
上
が
っ
た
も
の

を
見
る
と
接
続
詞
は
な
い
の
で
す
。「
さ
あ
」、「
だ
が
」

「
し
か
し
」
な
ど
相
応
し
い
言
葉
を
探
し
ま
し
た
が
、

議
論
の
末
、
別
訳
に
載
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
読
ん
で
み
る
と
自
然
に
読
め
る
け
れ
ど
、

十
数
人
が
頭
を
突
き
合
わ
せ
一
時
間
話
し
合
っ
た
結
果

な
の
で
す
。
す
べ
て
の
箇
所
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
、
翻
訳
者
委
員
会
に
し
て
も
編
集
委
員
会
に
し

て
も
、
お
ろ
そ
か
で
は
な
い
熱
い
時
間
を
過
ご
し
た
と

思
い
ま
す
。

イ
エ
ス
は
、
引
き
渡
さ
れ
る
夜
、
パ
ン
を
取
り
、
感
謝

の
祈
り
を
献
げ
て
そ
れ
を
裂
き
、
言
わ
れ
ま
し
た
。『
こ

れ
は
、
あ
な
た
が
た
の
た
め
の
私
の
体
で
あ
る
。』」（
一

コ
リ
一
一・
二
三
、二
四
）
と
い
う
…
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
に
と
っ
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
キ

ス
ト
で
す
が
、
こ
の
訳
文
を
議
論
し
た
と
き
に
、
じ
ゃ

あ
、
こ
れ
で
大
丈
夫
か
と
い
う
話
し
合
い
を
し
た
と
き

に
、
神
父
さ
ん
に
ミ
サ
の
所
作
を
し
て
も
ら
い
、
確
か

め
て
も
ら
お
う
と
言
っ
て
、
後
ろ
で
旧
約
か
な
に
か
訳

し
て
い
た
神
父
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。

こ
れ
で
い
い
か
ど
う
か
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
は
普
段

で
は
議
論
で
き
な
い
。
ま
さ
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
だ
な

と
そ
の
と
き
感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
合
宿
と
い
う
の
が

す
ご
く
濃
密
な
時
間
だ
っ
た
。
朝
の
祈
り
か
ら
始
ま
り
、

翻
訳
に
取
り
組
み
、
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
、
寝
て
、

ま
た
朝
の
祈
り
か
ら
始
ま
る
。
あ
れ
は
聖
書
翻
訳
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
や
は
り
教
会
一
致
運
動
の
一
つ
の
重

要
な
交
わ
り
だ
っ
た
。
そ
れ
が
各
人
に
持
ち
帰
ら
れ
て

い
く
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

困
難
を
ど
う
乗
り
越
え
た
か

島
先　
今
度
は
す
こ
し
話
題
を
変
え
ま
し
て
、
困
難
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
乗
り
越
え
た
か
、
大
変
だ
っ
た
と
こ

ろ
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
。

阿
部　
や
っ
ぱ
り
ピ※
３

ス
テ
ィ
ス
問
題
で
す
よ
ね
。
か
な

り
遅
く
ま
で
続
い
た
議
論
だ
っ
た
と
思
う
。
初
め
の
頃

翻
訳
作
業
に
携
わ
っ
て

島
先　
ま
ず
、
作
業
と
か
、
会
議
と
か
、
ご
自
分
の
翻

訳
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
も
、
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
に
な
っ

て
い
る
も
の
を
一
言
。

阿
部　
新
約
の
部
分
で
、
ス
カ
イ
プ
導
入
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
わ
た
し
の
場
合
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が

東
京
の
芳
賀
繁
浩
先
生
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ス
カ
イ
プ

を
つ
な
い
で
、
パ※
１

ラ
テ
キ
ス
ト
で
毎
週
金
曜
日
の
夜
九

時
か
ら
一
コ
マ
ず
つ
、
ず
っ
と
や
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

が
い
ち
ば
ん
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
彼
は
、
ギ

リ
シ
ア
語
も
で
き
る
か
ら
、
日
本
語
担
当
で
は
な
い
よ

う
な
突
っ
込
ん
だ
議
論
も
い
ろ
い
ろ
で
き
て
…
。
そ
れ

か
ら
や
は
り
、
合
宿
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
田　
今
回
、
ス※
２

コ
ポ
ス
理
論
と
い
う
新
し
い
翻
訳
理

論
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
成
功
で
あ
っ
た
と
個
人
的
に

は
思
い
ま
す
。
具
体
的
な
作
業
の
中
で
迷
っ
た
と
き
、

最
終
的
な
着
地
点
が
明
確
に
示
さ
れ
た
と
い
う
の
が
大

き
か
っ
た
で
す
。
初
期
の
段
階
か
ら
日
本
語
担
当
者
と

原
語
担
当
者
が
密
に
連
携
し
て
訳
文
を
進
め
て
い
っ
た

の
が
今
回
の
翻
訳
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
れ
は
新

共
同
訳
の
聖
書
翻
訳
に
は
な
か
っ
た
作
業
過
程
で
す
。

こ
の
初
期
の
段
階
で
も
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
そ

ら
く
最
も
議
論
し
た
の
は
翻
訳
者
委
員
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
朗
読
し
た
際
、
ど
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
か
、
教
会
で
読
ま
れ
る
と
き
に
ふ
さ
わ
し
い

訳
語
は
何
か
と
い
っ
た
よ
う
な
議
論
の
着
地
点
が
明
確

に
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
と
い
う

た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
聖
書
学
に
携
わ
る
人
に

は
時
と
し
て
、
可
能
性
を
追
求
す
る
あ
ま
り
奇
抜
と
思

え
る
訳
を
試
み
、
個
性
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
る
。
自
分
の
こ
と
で
す
よ
。
し
か
し
こ
の
翻
訳
事

業
を
通
し
て
、
歴
史
の
中
に
立
つ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を

よ
く
理
解
さ
せ
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
合
宿
は
た
い
へ
ん
印
象
深
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
一
緒
に
翻
訳
す
る
人
と
人
格
的
な
相
互
理
解

の
中
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
毎
朝
の
礼
拝
の

時
間
で
も
、
そ
の
方
の
人
と
な
り
と
か
、
個
人
史
を
知

る
こ
と
が
許
さ
れ
、
あ
あ
、
こ
う
い
う
思
い
で
聖
書
に

向
か
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
と
。
聖
書
へ
の
理
解
を
深
め

る
大
切
な
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
。
単
に
仲
間
ど
う
し

で
や
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
適
度
な
緊
張
関

係
も
あ
り
ま
し
た
。
互
い
に
相
互
理
解
に
努
め
よ
う
と

す
る
良
質
な
共
同
体
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
聖
書
だ
と

い
う
こ
と
を
、
こ
れ
を
読
ま
れ
る
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田　
わ
た
し
は「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
は
、「
共
同
訳
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
い
ち
ば
ん
重
要
で
、
こ
の
聖
書
翻
訳

は
い
わ
ゆ
る
教
会
一
致
運
動
の
一
つ
の
結
実
だ
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
「
共
同
」
と
い
う
文
字
は

や
っ
ぱ
り
外
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
個

人
的
に
思
っ
て
い
る
。
非
常
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、

第
一
コ
リ
ン
ト
書
の
一
一
章
の
議
論
を
し
て
い
た
と
き

に
、
さ
て
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
で
問
題
な
い
だ

ろ
う
か
と
い
う
話
し
合
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。「
主

飯　
「
翻
訳
を
ゼ
ロ
か
ら
や
る
」
と
い
う
こ
と
を
ど
う

解
釈
す
る
か
。
わ
た
し
は
当
初
、
新
共
同
訳
と
全
く
違

う
訳
語
を
選
ば
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
込
ん
だ
の
で

す
ね
。
け
れ
ど
も
、
パ
ラ
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
先
輩
方
の
ご
苦
労
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
あ

る
程
度
尊
重
し
て
引
き
継
ぐ
必
要
性
、
そ
の
線
上
に
立

と
う
と
す
る
、
歴
史
に
参
与
す
る
思
い
を
学
ば
せ
て
い

阿部 包
藤女子大学特任教授・名誉教授、
同大学キリスト教文化研究所所長、
新約編集委員会翻訳者兼編集委員

ご出席者（五十音順）

飯 謙　
神戸女学院院長、神戸女学院大学教授、
詩書・預言書編集委員会翻訳者兼編集委員

司会　島先克臣　日本聖書協会編集部主事補

吉田 新　
東北学院大学文学部総合人文学科准教授、
続編編集委員会翻訳者兼編集委員

春日いづみ　
歌人、日本歌人クラブ中央幹事、現代歌人協会会員、
詩書・預言書編集委員会翻訳者兼編集委員

特集

（2018年12月7日、日本聖書協会にて）

座談会『聖書  聖書協会共同訳』を翻訳して
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よ
ね
。

春
日　
私
は
詩
文
を
担
当
し
ま
し
た
。
特
に
詩
編
は
カ

ト
リ
ッ
ク
で
は
ミ
サ
や
教
会
の
祈
り
（
聖
務
日
課
）
で

毎
日
歌
い
、
ま
た
は
唱
え
る
の
で
、
リ
ズ
ム
や
ひ
び
き

が
自
然
で
、
心
に
す
っ
と
入
っ
て
く
る
よ
う
に
と
心
掛

け
ま
し
た
。
聖
書
は
縦
書
き
で
す
の
で
、
パ
ラ
テ
キ
ス

ト
を
縦
書
き
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
し
て
、
声
に
出
し

て
読
む
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
目
に
触
れ
た
印
象
も
、

言
葉
の
ひ
び
き
も
大
切
で
す
か
ら
。
翻
訳
の
最
終
段
階

に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、
書
全
体
を
通
し
で
読
む
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
な

い
時
間
が
必
要
で
、
合
宿
は
と
て
も
有
難
か
っ
た
で
す
。

聖
書
協
会
共
同
訳
へ
の
期
待

島
先　
そ
れ
で
は
最
後
に
、「
こ
こ
が
押
し
」
と
「
期

待
す
る
こ
と
」
を
一
言
ず
つ
。

の
業
で
す
。
祈
り
に
よ
っ
て
進
め
る
も
の
で
す
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

飯　
新
共
同
訳
は
す
こ
し
説
明
的
な
表
現
が
多
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
今
回
は
や
は
り
簡
明
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
言
い
切
り
と
か
、
リ
ズ
ム
の
よ
さ
。
説
明
的
で

な
い
ぶ
ん
、
読
者
自
身
が
解
釈
す
る
余
地
が
広
が
っ
た

点
、
こ
れ
は
祈
り
を
導
く
も
の
と
な
り
ま
す
。
聖
書
は
、

元
来
は
巻
物
で
部
分
的
な
朗
読
が
中
心
で
し
た
が
、
や

が
て
製
本
さ
れ
て
通
読
の
た
め
の
書
と
な
り
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
を
思
い
巡
ら
せ
る
空
間
が
広
が
っ
た
。
わ
た

し
は
詩
文
を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
一

息
に
読
ん
で
い
く
と
い
う
、
段
落
を
示
唆
す
る
工
夫
も

で
き
た
の
か
な
と
。
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
区
切
り
で
読

ん
で
、
そ
の
中
の
最
初
の
言
葉
の
つ
な
が
り
や
差
異
を
、

比
べ
る
な
ど
し
て
、
聖
書
と
の
新
た
な
出
会
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

島
先　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
部　
わ
た
し
は
基
本
的
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

ピ
ス
テ
ィ
ス
が
人
を
義
と
す
る
尺
度
だ
と
思
う
。
わ
た

し
た
ち
の
信
仰
は
わ
た
し
た
ち
を
義
と
し
な
い
ん
で
す

よ
。

島
先　
な
る
ほ
ど
。

阿
部　
こ
こ
で
た
ぶ
ん
、
信
仰
理
解
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
う
。

島
先　
吉
田
先
生
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

吉
田　
続
編
で
す
ね
。
続
編
の
担
当
を
任
さ
れ
た
と
き

に
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と

思
っ
て
、
相
当
自
分
の
身
を
削
る
こ
と
に
な
る
と
覚
悟

し
ま
し
た
。
続
編
の
テ
キ
ス
ト
は
本
当
に
難
し
く
、
新

共
同
訳
の
続
編
の
翻
訳
作
業
は
偉
大
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
、
ま
ず
、
今
回
の
作
業
の
中
で
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
世
界
的
に
続
編
の
研
究
が
相
当
進
ん
で

い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
ら
の
研
究
と
や
は
り
同
じ
レ
ベ

ル
で
立
ち
向
か
っ
て
い
く
翻
訳
は
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。
続
編
の
翻
訳
者
、
及
び
日
本
語
担
当
者
の
中

で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
半
分
近
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
と
て
も
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
な
作
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
翻
訳
史
上
、

続
編
の
翻
訳
は
と
て
も
大
き
な
業
績
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
続
編
を
通
し
て
新
約
を
見
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
本
当
に
強
く
思
い
ま
し
た
。
旧
約
と
新
約

を
つ
な
ぐ
接
続
点
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
で

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
パ
ウ

ロ
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す

頭
も
「
空
し
い
」
が
「
空
」
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、

意
味
が
限
定
さ
れ
ず
、
解
釈
が
広
が
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
夫
婦
の
「
楽
し
め
」
と
い
う
の
が
「
人
生
を
見
つ
め

よ
」（
九・九
）
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

島
先　
あ
れ
は
今
ま
で
の
、
外
国
の
訳
に
も
な
い
、
全

く
新
し
い
訳
な
ん
で
す
。

春
日　
コ
ヘ
レ
ト
三
章
の
「
生
ま
れ
る
に
時
が
あ
り
、

死
ぬ
に
時
が
あ
る
」（
コ
ヘ
三・
二
）
と
い
う
と
こ
ろ
も

リ
ズ
ム
が
揃
い
、
暗
唱
な
ど
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
景
、
状
況
が
読
む
だ
け
で
、
聞

く
だ
け
で
目
に
浮
か
ぶ
箇
所
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
翻
訳
の
時
間
を
多
く
の
祈
り
が
支
え
て
く
れ

た
。
合
宿
中
も
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー
方
が
祈
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
聖
霊
が
確
か
に
働
い
て
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

島
先　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
神
父
様
が
、「
聖
書
翻
訳
は
神

は
、
新
約
部
会
、
訳
語
検
討
会
と
か
、
そ
う
い
う
レ
ベ

ル
で
は
「
信
実
」
と
い
う
の
が
圧
倒
的
多
数
な
ん
で
す

よ
。
そ
の
頃
も
わ
た
し
は
「
信
仰
」
で
行
く
べ
き
だ
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
た
。
最
終
的
に
「
真
実
」
と
い

う
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
ロ
マ
書
で
、

ど
こ
ま
で
を
「
真
実
」、
ど
こ
か
ら
を
「
信
仰
」
と
訳

さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
る
ん
で
す
。

今
回
、
日
本
語
だ
け
で
読
む
と
わ
り
と
す
ん
な
り
読
め

ち
ゃ
う
。（
笑
）
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
非
常
に
長
い
議

論
を
し
た
け
れ
ど
も
、
も
し
か
す
る
と
一
般
読
者
か
ら

は
そ
ん
な
に
意
見
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
真
実
」
っ
て
ど
ん
な
意
味
？
と

い
う
の
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

島
先　
こ
れ
は
牧
師
先
生
方
が
や
っ
ぱ
り
ロ
マ
書
全
体

の
神
学
か
ら
釈
義
し
て
い
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

阿
部　
脚
注
が
付
い
た
こ
と
。
引
照
の
情
報
だ
け
で
は

な
く
て
、
直
訳
だ
と
か
、
異
読
も
あ
っ
て
、
必
要
な
と

こ
ろ
で
は
分
か
る
。
読
む
と
き
に
便
利
だ
し
、
長
す
ぎ

な
い
の
が
い
い
。

吉
田　
わ
た
し
は
一
九
七
八
年
生
ま
れ
で
、
共
同
訳
聖

書
が
出
版
さ
れ
た
年
と
同
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、
わ
た

し
に
と
っ
て
聖
書
は
新
共
同
訳
な
ん
で
す
。
新
し
く
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
聖
書
協
会
共
同
訳
が

彼
、
彼
女
ら
の
聖
書
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
聖

書
は
次
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
聖
書
に
な
り
ま
す
。

聖
書
を
次
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
渡
す
と
い
う
、
大

き
な
仕
事
に
携
わ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
新
し
く
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
に
と
っ
て
の
聖
書
は
こ
れ
な
ん
だ
と

い
う
…
。

春
日　
絞
れ
ま
せ
ん
が
、
箴
言
は
寸
鉄
詩
の
よ
う
に
歯

切
れ
よ
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ヘ
レ
ト
の
冒

阿部 包氏

飯 謙氏

春日いづみ氏

吉田 新氏

※３ピスティス・クリストゥは「キリストの真実」とも訳し得るかという問題

司会、島先
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例
え
ば
八
節
で
は
新
共
同
訳
で
「
愛
す
る
時
、
憎
む
時

　

戦
い
の
時
、
平
和
の
時
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
新

し
い
聖
書
で
は
「
愛
す
る
に
時
が
あ
り
、
憎
む
に
時
が

あ
る
。
戦
い
の
時
が
あ
り
、平
和
の
時
が
あ
る
」
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
一
一
節
で
は
新
共
同
訳
の
「
神
は
す
べ

て
を
時
宜
に
か
な
う
よ
う
に
造
り
、
ま
た
、
永
遠
を
思

う
心
を
人
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
神
の
な

さ
る
業
を
始
め
か
ら
終
り
ま
で
見
極
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
て
い
な
い
」
が
、
新
し
い
訳
で
は
「
神
は
す
べ
て
を

時
に
適
っ
て
麗
し
く
造
り
、
永
遠
を
人
の
心
に
与
え
た
。

だ
が
、
神
の
行
っ
た
業
を
人
は
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で

見
極
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

語
と
し
て
の
美
し
さ
や
リ
ズ
ム
が
、
残
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
筆
者
は
箴
言
三
一
章
一
〇
節
か
ら
三
一
節
の

訳
か
ら
も
ま
た
、
新
共
同
訳
で
は
味
わ
う
こ
と
が
な

か
っ
た
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
た
。
そ
れ
を
紹
介
し
て
、

本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
有
能
な
妻
を
見
い
だ
す
の
は
誰
か　

　

彼
女
は
真
珠
よ
り
も
は
る
か
に
価
値
が
あ
る
。

　

夫
は
心
か
ら
彼
女
を
信
頼
し　

　

儲
け
に
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

今
回
新
た
に
出
版
さ
れ
た
聖
書
協
会
共
同
訳
に
は
、

聖
書
学
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
数
の
日
本
語

の
専
門
家
や
詩
人
た
ち
が
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

美
し
い
日
本
語
を
保
ち
つ
つ
も
、
原
典
に
忠
実
で
あ
る

と
い
う
本
質
を
失
っ
て
い
な
い
。
引
照
・
注
付
き
な
の

で
、
原
語
の
意
味
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
共
同
訳
が
出
版
さ
れ
た
折
に
、
口
語
訳
聖
書
の
詩

篇
二
三
篇
に
あ
っ
た
「
緑
の
牧
場
」
や
「
い
こ
い
の
み

ぎ
わ
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
命
名
さ
れ
た
緑
幼
稚
園
や
み

ぎ
わ
教
会
が
、
新
共
同
訳
で
は
そ
の
名
前
の
基
に
な
っ

た
言
葉
が
消
え
て
い
た
た
め
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
の

を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
今
回
の
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、

そ
う
し
た
美
し
い
言
葉
が
「
緑
の
野
」「
憩
い
の
汀
」
と

し
て
復
活
し
て
い
る
の
を
見
て
、
嬉
し
く
な
っ
た
の
が

正
直
な
感
想
で
あ
る
。
詩
編
全
体
が
、
朗
読
す
る
際
に
、

日
本
語
と
し
て
の
リ
ズ
ム
を
回
復
さ
せ
て
い
る
の
も
、

今
度
の
共
同
訳
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

　

コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
三
章
一
節
か
ら
一
一
節
ま
で
の
訳

も
、新
共
同
訳
で
は「
…
…
時
」と
さ
れ
て
い
た
が
、「
時

が
あ
る
」
と
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
読
み

や
す
く
、
極
め
て
素
晴
ら
し
い
日
本
語
に
な
っ
て
い
る
。

　

彼
女
は
生
涯
に
わ
た
っ
て　

　

夫
に
幸
い
を
も
た
ら
し
、
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
。

　

羊
毛
と
亜
麻
を
求
め　

手
ず
か
ら
喜
ん
で
仕
立
て
上
げ
る
。

　

商
人
の
船
の
よ
う
に　

遠
く
か
ら
食
物
を
運
ん
で
来
る
。

　

彼
女
は
夜
明
け
前
に
起
き
出
し
て
一
家
の
食
事
を
整
え

　

働
く
若
い
女
た
ち
に
指
図
を
与
え
る
。

　

よ
く
思
い
巡
ら
し
た
う
え
で
畑
を
購
入
し　

　

手
ず
か
ら
得
た
も
う
け
の
果
実
で
ぶ
ど
う
畑
を
設
け
る
。

　

力
強
く
腰
に
帯
を
し　

腕
に
力
を
入
れ
る
。

　

取
り
引
き
が
好
調
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め　

　

灯
は
夜
も
消
え
る
こ
と
が
な
い
。

　　

子
ら
は
立
ち
上
が
っ
て
彼
女
を
祝
し　

　

夫
も
彼
女
を
た
た
え
て
言
う
。

　
『
有
能
な
働
き
を
な
す
女
は
多
い
が　

　

あ
な
た
は
そ
の
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
い
る
。』

　

あ
で
や
か
さ
は
偽
り
、
美
し
さ
は
空
し
い
。

　

主
を
畏
れ
る
彼
女
こ
そ
、
誇
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

彼
女
の
手
の
実
り
を
彼
女
に
与
え　

　

そ
の
働
き
を
城
門
で
た
た
え
よ
。」

　
（
箴
言
三
一・一
〇
―
一
八
、二
八
―
三
一
）

　

礼
拝
の
時
に
は
聖
書
の
朗
読
に
心
を
集
中
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
聖
堂
の
構
造
、

装
置
が
適
切
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
朗

読
の
仕
方
が
重
要
で
す
。
わ
た
し
は
ミ
サ
を
司
式
し
て

い
ま
す
が
、
聴
い
て
い
て
、「
よ
く
心
に
響
き
よ
く
分
か

る
朗
読
」
に
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
読
み
方
の
問
題
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
自
身
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
聖
書
朗
読
の
テ
キ
ス
ト
が
耳
で
聴
い
た

だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
少
な
く
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
礼
拝
の

た
め
に
冊
子
が
使
用
さ
れ
、
そ
こ
に
朗
読
聖
書
が
掲
載

さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
冊
子
は
、
会
衆
の

聖
書
理
解
の
た
め
に
有
益
で
す
が
、
会
衆
の
「
聴
く
と

い
う
努
力
」
を
疎
か
に
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
朗
読
は
耳
で
聴
い
て
分
か
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
会
衆
は
「
聴
く
と
い
う
努

力
」
に
専
念
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
聖
書
が
「
礼
拝
に
ふ
さ
わ
し
い
聖
書
を
」
と

謳
っ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
す
。
そ
の

所
期
の
目
的
が
適
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
的
が
ど
の
く
ら
い
適
え
ら
れ
る
か
は
、
実
際
に

　

八
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
の
大
事
業
の
完
成
に
感
謝

と
祝
意
を
表
明
し
ま
す
。
わ
た
く
し
も
外
部
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も
締
め
切
り
に
追
わ
れ

な
が
ら
必
死
で
回
答
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
翻
訳
担
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
ギ
リ

シ
ア
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
知
識
の
必
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
仕
事
は
自
分
の
た
め
に
も
な
っ
た
と
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
趣
旨
と
経
緯
に
つ
い
て
は
、

二
冊
の
冊
子
「
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳　

特
徴
と
実

例
」「
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
く
と
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
聖
書
の
翻
訳
と
い
う
難
事

業
の
ご
苦
労
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

新
し
い
聖
書
の
特
徴
は
「
ス
コ
ポ
ス
理
論
」
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
「
礼
拝
で
朗
読
さ
れ
る
聖
書
を
目
的
（
ス

コ
ポ
ス
）
に
し
て
い
る
」
と
い
う
理
論
で
あ
る
と
丁
寧

に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
礼
拝
で
朗
読
さ
れ
る
の
に
適

し
た
聖
書
翻
訳
を
目
指
し
て
、
と
理
解
さ
れ
ま
す
。

　

聖
書
は
本
来
礼
拝
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
す
。
イ
エ
ス
も
ナ
ザ
レ
の
会
堂
で
イ
ザ
ヤ
書
の
巻
物

を
手
に
し
て
朗
読
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

試
し
て
み
な
い
と
結
論
が
出
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
機

会
に
礼
拝
（
典
礼
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
各
教
会

が
協
力
し
て
改
善
を
図
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
論
争
を
呼
ん
だ
訳
語
の
一
つ
が
「
ツ
ァ

ラ
ア
ト
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
規
定
の
病
」
に
落

ち
着
き
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
を
説
明
す
る
文
書
を
頂
戴

し
て
検
討
の
苦
労
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
重

い
皮
膚
病
」
が
不
適
切
な
ら
ど
の
よ
う
な
表
現
が
よ
い

か
？　

多
大
な
議
論
の
結
果
が
「
規
定
の
病
」
で
あ
り

ま
す
。「
規
定
の
病
」
で
は
耳
に
聴
い
た
だ
け
で
は
、
一

般
の
人
に
は
分
か
り
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
い

わ
い
巻
末
の
用
語
解
説
「
規
定
の
病
」
に
簡
潔
な
説
明

が
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ
を
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
巻
末
の
用
語
解
説
は
非
常
に
有
益
で
す
。

非
常
に
重
要
な
用
語
が
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
用
語
に
つ
い
て
も
是
非
参
照
頂
く
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

新
し
く
出
版
さ
れ
た

聖
書
協
会
共
同
訳
の
魅
力

「
聖
書  

聖
書
協
会
共
同
訳
」

完
成
に
寄
せ
る

お
か
だ  

た
け
お
／

カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
名
誉
大
司
教
、

カ
ト
リ
ッ
ク
本
郷
教
会
協
力
司
祭

岡
田
武
夫

す
ず
き  

よ
し
ひ
で
／

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
学
院
長
、

五
書
・
歴
史
書
編
集
委
員
会
　
編
集
委
員

鈴
木
佳
秀

特別寄稿


